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新年、明けましておめでとうございます。
本年は元日から能登半島地震が発生いたしまし

た。お亡くなりになられた方のご冥福を心からお祈
りいたしますとともにご遺族の皆様にお悔やみを申
し上げます。また、被災された皆様にお見舞いを申
し上げます。被災地域の復旧、復興に向け、私も全
力を尽くしてまいります。皆様のご協力をよろしく
お願いいたします。

山梨県土地改良事業団体連合会の会員の皆様に
は、旧年中大変お世話になりました。昨年末、財務
大臣政務官を拝命いたしました。本年も現場主義、
地域主義に徹し、国家の発展と農業農村の振興のた
め全力を尽くしてまいります。本年もよろしくお願
い致します。

昨年５月に新型コロナウイルス感染症が５類感染
症に移行し、国民の生活も平穏を取り戻しつつあり
ます。一方、ロシアのウクライナへの侵略は昨年も
収束せず、10月にはイスラエルとパレスチナの紛
争も勃発しました。こうした状況下にあって、エネ
ルギー価格、小麦・とうもろこし等の穀物価格、飼
料価格や肥料価格、資材価格等も概して高止まりの
傾向にあり、物価上昇が国民生活を圧迫しています。

土地改良予算については、昨年11月に成立した
令和５年度補正予算で1,777億円が措置され、令和
６年度当初予算政府原案の4,463億円と合わせて
6,240億円となり、令和５年度予算よりも106億円
上回る予算を確保しました。この予算額で各地域に
おいて必要な事業を計画どおりに実施可能かどう
か、現場の実情をしっかりと精査していく必要があ
ると考えています。

さて、今年の農政における大きな課題は、食料・
農業・農村基本法の改正です。政府が昨年６月に決
定した「食料・農業・農村政策の新たな展開方向」

の具体的な施策の内容について、自民党では昨年９
月から「農業基本政策」、「農地政策」、「食料産業政策」
の３つの検討分科会を設置し、私も参画して少数の
メンバーで議論を重ねました。昨年末には、検討結
果を取りまとめ岸田総理へ提言を行うとともに、「食
料安全保障強化政策大綱」の改定に当たって提言内
容が反映されました。この大綱が本年の通常国会に
提出される食料・農業・農村基本法改正案や関連法
案、予算制度につながってまいります。

提言は、「食料安全保障の抜本的な強化」、「環境
と調和のとれた産業への転換」、「人口減少下におけ
る生産水準の維持・発展、地域コミュニティの維持」
の観点から構成されており、生産基盤の維持につな
がる農地の確保、農業生産基盤整備と保全の推進、
人材の育成と確保等、今後進めるべき主要施策を具
体的に提言しています。

私は、従来から我が国の食料供給力（食料自給力）
の強化に当たっては、①農地・農業用水等の農業資
源の機能の維持・向上を図る土地改良対策、②農業
者を確保・育成する担い手対策、③農業技術の向上
を図る試験・研究、普及・生産対策を別々でなくパッ
ケージで早急に実施することが必要と訴えています。
　「食料自給力」の最も基礎的なものが「農地・水
等の農業資源」であり、農業者の激減が見込まれる
中で農地と水の持っている機能を維持・増進する土
地改良はこれまでにも増して重要となります。私
は、本年も土地改良予算の安定的な確保に努め、法
律の整備や制度の拡充等土地改良事業の環境整備を
行い、農業農村の振興に向けて更に邁進してまいり
ます。皆様からのご指導とご鞭撻をお願い申し上げ、
また、貴連合会のご発展とご繁栄を祈念し、新年の
ご挨拶といたします。

全国水土里ネット会長会議顧問
財務大臣政務官　参議院議員

　　進藤　金日子

新年のご挨拶
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元日の夕刻に発生した「令和６年能登半島地震」
により、尊い命を失われた方々に哀悼の誠を捧げさ
せていただきます。さらに、被害に遭われ、不自由
な避難生活を余儀なくされている皆様には心よりお
見舞いを申し上げますとともに、速やかな生活環境
の確保・回復と、今後進められる農地・農業用施設
を含む被害状況の把握や早期復旧に向けまして、私
も関係機関等と連携しながらしっかりと対応してま
いります。

また、本件地震のほかにも、昨今の激甚化、頻発
化する気象災害は、昨年も全国各地で風水害や土砂
災害等を発生させ、さらに、夏場の高温や渇水など
農業用水の安定供給にも影響を及ぼしています。被
災された全ての方々に心よりお見舞い申し上げ、早
期復興に皆様とともに力を合わせて対応してまいり
ます。

さて、辰年を迎え、山梨県土地改良事業団体連合
会ならびに会員各機関、関係の皆様方におかれまし
ては、日頃より地域の重要な資源である水と土を守
り、地域農業の発展や農山村の活性化に向け、土地
改良事業の円滑な推進や土地改良施設の適切な管理
にご尽力いただいておりますことに心から敬意を表
しますとともに、私、宮崎雅夫の国政活動に多大な
るご支援とご指導を賜り衷心より感謝申し上げま
す。

私も皆様方から多くのご支援をいただきつつ、現
場でお聞きした皆様の声やご要望等に対し、それぞ
れの地域事情に即した解決策等に向け、国政の場か
ら全力で対応してまいりました。昨年11月に成立
した令和５年度補正予算では、土地改良関係として、
昨年度の補正予算から100億円増の1,777億円（食
料安全保障強化対策160億円、総合的なTPP等関連

対策760億円、防災・減災・国土強靭化対策857億
円）を確保できました。この中には、皆様方から強
いご要望があった土地改良施設にかかる電力料高騰
分の７割を支援する制度を４月まで延長する対策も
含まれています。加えて、12月に閣議決定した令
和６年度当初予算案では、前年を上回る4,463億円
が計上され、補正予算と合わせた総額は6,240億円
となっております。これから行われる通常国会にお
いて、参院予算委の理事として、早期成立に向け努
力してまいります。

さらに、来る通常国会では、「農政の憲法」とも
言われる「食料・農業・農村基本法の四半世紀ぶり
の改正にむけた議論を予定しており、我が国の食料
安全保障のあり方や環境に配慮した農業・食品産業
の推進、人口減少社会での食料供給基盤の強化等に
ついてしっかり議論を深め、基本法に位置付けてい
く必要があります。さらに土地改良が担う重要な役
割としての農地や水利施設等の整備・保全管理を含
め、農業従事者数の減少傾向に対応するスマート農
業等の取組推進や農業農村関係人口の拡大など、土
地改良区の運営基盤の強化を図っていくことが重要
です。

私も、引き続き「食・土地改良・農山漁村は未来
への礎」を基本理念に、現場や地域の課題をしっか
りお伺いし、皆様のお声を国政に届け、必要な予算
の確保や制度の充実に向け、鋭意努力してまいる決
意ですので、引き続きのご指導とご支援を賜ります
ようよろしくお願い申し上げます。

結びに、山梨県土地改良事業団体連合会ならびに
会員各位、関係の皆様の益々のご発展とご健勝を心
より祈念申しあげ新年の挨拶とさせていただきま
す。本年もよろしくお願い申し上げます。

全国水土里ネット会長会議顧問
参議院議員　　　宮 崎 　 雅 夫

新年のあいさつ









　令和5年10月10日から10月12日にかけて全国土地改良大会福井大会に参加しました。11日の大会
当日は、越前市内のサンドーム福井にて全国47都道府県より4,000名以上の土地改良関係者が参集
し、全国土地改良大会福井大
会が開催されました。
　開会宣言は、福井県土地改
良事業団体連合会の廣畑佐一
副会長より発せられ、福井県
土地改良事業団体連合会山﨑
正昭会長、主催者の全国土地
改良事業団体連合会義經賢二
副会長の挨拶がなされ、開催
地を代表して杉本達治知事か
ら歓迎の言葉がありました。
　また来賓として武村展英
農林水産副大臣よりご祝辞を
いただき、都道府県土地改良
事業団体連合会会長会議顧問 
進藤金日子参議院議員、宮崎
雅夫参議院議員からは大会開
催のお祝いの挨拶をいただき
ました。
　その後、多年にわたり土地
改良事業に貢献された方々が
表彰され、山梨県からは本会
前副会長 田中久雄様が農林
水産省農村振興局長表彰、茅ヶ岳土地改良区 福田 紘副理事長
が全国土地改良事業団体連合会会長表彰を受賞されました。　　　　　　　　　
　次に、農林水産省農村振興局 青山健治次長からの基調講演
を拝聴いたしました。式典の終わりには、次期開催地である
千葉県土地改良事業団体連合会森 英介会長から挨拶があり、
盛会のうちに幕を閉じました。
　農業を守るためには農業農村整備事業の役割がいかに重要
であり、且つ推進するうえで農林水産省をはじめ、各県の関
係機関と全国の土地改良区が横の連携を保つことが大切であ
ると今回の大会に参加し再認識いたしました。
　最後に、山梨県からの土地改良事業功績者受賞者に改めてお祝い申し上げるとともに、本大会の企
画・運営をしていただいた福井県土地改良事業団体連合会をはじめ関係者の皆様には、大変お世話に
なりました。本紙面をお借りして感謝申し上げます。
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～ふくいで語る土地改良の未来～
大会スローガン大会スローガン「水水

み ど り

土土里里」がある「幸
しあわせ

福」がある「笑顔」がある

第４５回全国土地改良大会（福井大会）に参加

左から清水専務、望月理事、舩木理事、福田副理事長（全土連会長表彰）、田中前副
会長（農水省農村振興局長表彰）、内藤会長、山下副会長、高木理事、佐野副会長
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第７回やまなし水土里を育む集い
　　　　　　　　　　　　（多面的活動組織の表彰と活動報告）

　令和５年12月21日、山梨県多面的機能推進協議会は、山梨県立文学館において第７回やまなし水
土里を育む集いを開催し、農村環境保全などの多面的機能保全活動を積極的に行った３組織が表彰さ
れました。表彰式終了後、3組織から事例発表をしていただき、講演として農林水産省関東農政局多
面的機能支払推進室 山崎室長より田んぼダムの役割について講演をしていただきました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〇山梨県知事賞　西沢堰地域資源保全会（北杜市）
代表者：浅川　隆 様
取組面積：田 57.1ha
主な活動
・多面的機能の増進を図る活動として、地域住民によって水路を直

営施工して技術の習得や施設の補修を行っている
・防災・減災力の強化として、ため池の管理・清掃等を行っている

〇山梨県農政部長賞　
最勝寺地域環境保全活動委員会（富士川町）
代表者：永井　利彦 様
取組面積：21.1ha（田5.1ha、畑16.0ha）
主な活動
・大法師公園と殿原スポーツ公園を結ぶ農道（桜回廊）の草刈りと

いった保全活動によって「さくら祭り」の景観形成や地域の活性化
に繋がっている

・農村公園にて地域の子供たちを対象に育成会と区が協力して「星
空観察会」が行われている

〇山梨県多面的機能推進協議会長賞
後屋敷地域環境保全活動委員会（山梨市）
代表者：石田　彌 様
取組面積：畑 62.0ha
主な活動
・地域住民に活動の理解を深めてもらうため、地区の回覧板に広報

誌として「後屋敷地域環境保全活動委員会」の活動内容や取り組
んでいる様子など掲載して地域の発展に貢献している

・地域の農村文化の伝承を通じたコミュニティの強化として、古くか
ら道祖神祭り（どんど焼き）が行われ、子供たちや非農業者などと関
わることで地域活性化や活動の周知拡大に繋がっている

西沢堰地域資源保全会（北杜市）

後屋敷地域環境保全活動委員会（山梨市）

長田　公 山梨県副知事 挨拶 清水一也　協議会会長　挨拶 山崎勝夫室長による講演

最勝寺地域環境保全活動委員会（富士川町）



　令和５年10月26日ホテル談露館において、農業農村に関す
る地域の実情、課題についての意見交換会が開催されました。
　農林水産省から農村振興局 整備部 水資源課 志村施設保
全管理室長をはじめ７名の出席があり、山梨県からは農政部 
大久保部長をはじめ、多くの幹部の方々が出席されました。本
会からは、内藤会長（韮崎市長）、山下副会長（笛吹市長）、
佐野副会長（南部町長）、清水専務理事、保坂理事（甲斐市
長）、堀内理事（都留市長）、上村理事（北杜市長）、望月理事
（身延町長）、今村総括監事、藤原監事が出席し、農業農村を
取り巻く情勢について活発な意見交換を行いました。

　令和５年12月11日山梨県自治会館講堂において、令和５年度 第２回農業農村整備技術研修会を開
催しました。この研修会は山梨県建設業協会、山梨県土地改良技術協議会、山梨県土地改良事業団体
連合会の三団体協賛で開催し、農業農村整備事業に携わる関係者の技術力向上等を目的としておりま
す。出席者は県、市町村、土地改良区、建設業協会、土地改良技術協会、土地連職員等約210名が参
加しました。協賛団体の挨拶の後、来賓として農政部茂手木参事より挨拶をいただきました。
　講演では、山梨県農政部耕地課小林技術指導監から「農業農村整備事業における防災・減災対策へ
の取り組みについて」と題し、持続的に発展する農業と多様な人が住み続けられる農村の実現に向け
て事業に関わる全ての担当者の理解と連携により農業・農村の基盤づくりを実施することの重要性に
ついて講演をいただきました。
　続いて関東農政局 土地改良技術事務所 建設技術課米山課長から「設計・積算・施工基準の概要」
と題し、積算基準の概要、施工管理の考え方、安全管理等について講演をいただきました。最後に東
北大学大学院工学研究科土木工学専攻風間教授より「土木事業における地盤リスクについて」と題
し、地震による災害リスク、地震の多い日本では盛土が崩れやすくなっている可能性が高いため盛土
宅地に住む方への日常的な注意や課題等について講演をいただきました。

山梨の土地改良　12

東北大学大学院工学研究科
土木工学専攻風間教授

山梨県農政部
茂手木参事

山梨県建設業協会
櫻井副会長

山梨県土地改良技術協議会
坂本会長

山梨県土地改良事業団体連合会
内藤会長

関東農政局 土地改良技術事務所
建設技術課米山課長

山梨県農政部耕地課
小林技術指導監

農業農村整備事業に関する意見交換会

令和５年度　第２回農業農村整備技術研修会



甲斐市　３年　秋山　陽葵さん
甲斐市　３年　漆山　颯太さん
甲斐市　３年　加藤真之介さん
甲斐市　３年　後藤　瑞稀さん
甲斐市　３年　山田　一榎さん

甲斐市　３年　志村諒太郎さん
甲斐市　３年　増坪　桃舞さん
甲斐市　３年　原田　仁奏さん
甲斐市　３年　藤岡　圭介さん
甲斐市　５年　黒澤　　樹さん

入　選 佳　作
甲斐市　５年　立花　ゆいさん
甲斐市　５年　中野　煌心さん
甲斐市　５年　山田　千里さん
甲斐市　５年　山本　真照さん

　全国水土里ネット会長会議顧問 進藤金日子参議院議員は令和５年10月19日に、宮崎雅夫参議院議
員は令和６年１月５日にそれぞれ来会され、本会職員に対して最近の土地改良関係の動向や食料安全
保障など基本法
の見直しについて
お話をいただきま
した。

　令和５年12月15日、山梨県自治会館研修室において、令和５年度統合整備推進研修（会計研修）を
開催いたしました。
　全国土地改良事業団体連合会から支援部　田中主幹、保倉主事に講師として来会いただき、会計処理
の再確認、財務諸表が適正に作成されているか等を改めて確認する目的として、毎年度開催しておりま
す。県内土地改良区の役職員及び関係者を合わせ約40名の参加をいただきました。

　令和５年10月5日・6日「未来へつなごう！ふるさとの水
み ど り

土里子ども絵画展 2023」の審査が行わ
れ、全3,021作品の応募の中から、入賞31作品、地域団体賞52作品、入選142作品、佳作175作品が
選考されました。
　山梨県からも以下方々が受賞されました。たくさんのご応募をいただきまして、ありがとうござい
ました。
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研　修　科　目 講　師

１. 財務諸表等の作成手続き  全国土地改良事業団体連合会支援部　主幹　田中　克哉

２. 会計処理事例紹介
全国土地改良事業団体連合会支援部　主事　保倉　拓也

３. 財務諸表等を活用した財務分析の方法

全土連　支援部　保倉主事

宮崎 雅夫　参議院議員

研修の様子全土連　支援部　田中主幹

進藤 金日子　参議院議員

令和５年度  統合整備推進研修（会計研修）の開催

未来へつなごう！ふるさとの水
み ど り

土里子ども絵画展２０２３入賞者発表

全国水土里ネット会長会議顧問 来会



第17回
やまなし農村風景写真コンクール入賞作品

 「やまなし農村風景写
真コンクール」（山梨県
農政部耕地課主催）の
受賞作品が決定しまし
たのでご紹介いたしま
す。

■山梨県知事賞
「ぶどう畑の紅葉」　
西山　昌敏様
撮影場所：甲州市

■審査委員長賞　「後光さす棚田」
　沢登　幸治様／撮影場所：南アルプス市

■農政部長賞　「こんな風景、未来に残したい」
　木谷　昌経様／撮影場所：中央市

第 17 回やまなし農村風景写真コンクール  受賞者

※入賞作品は、山梨県のホームページに掲載しております
https://www.pref.yamanashi.jp/kouchi/17syasin.html

賞　名 受賞者名 作品名 撮影場所

山梨県知事賞 西山　昌敏 ぶどう畑の紅葉 甲州市

審査委員長賞 沢登　幸治 後光さす棚田 南アルプス市

農政部長賞 木谷　昌経 こんな風景、
未来に残したい 中央市

特別賞 五十嵐　俊夫 朝霧の彼方 忍野村
季節賞（春） 小澤　己江子 収穫日和 韮崎市
季節賞（夏） 野中　光征 ひまわり 北杜市
季節賞（秋） 横森　賢治 冬の足音 北杜市
季節賞（冬） 犬飼　千賀子 光の舞台 南アルプス市

入　選 天沼　和男 稲穂白虹に輝く 忍野村
入　選 岩澤　文男 変わりゆく桃源郷 笛吹市

入　選 岡田　泰文 山麓の春 北杜市
入　選 河西　茂彦 夜明けのともし火 南アルプス市
入　選 行田　敏雄 おいしい（ブドウ）を

目指して 山梨市

入　選 酒井　謙二 風の通り道 忍野村
入　選 沢登　祐樹 落陽に染められて 北杜市

入　選 土屋　美恵子 皆んな仲良し 北杜市
入　選 中島　ゆかり 早苗田をゆく 北杜市
入　選 深澤　たい子 小さな農夫 北杜市
入　選 保延　眞子 棚田に蛍が舞うが如し 甲斐市
入　選 丸山　茂秋 里山に朝が来た 富士川町
入　選 三浦　正明 水清く花が咲く 忍野村
入　選 矢ヶ﨑　新助 田植待ち 南アルプス市

入　選 渡邊　大 夕暮れ 忍野村
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土地改良区に女性理事を登用しましょう！！土地改良区に女性理事を登用しましょう！！

2025年度までに
女性理事が登用されていない
土地改良区をゼロに！
土地改良区の理事に占める
女性の割合10％以上を
目指しましょう！

組合員だけでなく、
　　員外理事でもOK

組合員からの理事の登用が難しい場合、
員外理事制度も活用できます。
(定款に定めれば理事定数の５分の２まで可能 )
組合員のご家族、会計士や６次産業に
携わっている方、他にも農業団体で
　　　役員を務める方などの参画が期待
　　　できるのではないでしょうか。

「成果目標
」


